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二重散乱による放射照度分布
(g=0.4,アルベド0.999)
最大点
・アルベドによる移動量の変化はない
・位相関数パラメータが大きくなると移動量が大きくなる
推測
位相関数パラメータのサンプルを細かくして調査する必要がある
入射点
移動量
まとめ
今後の課題
・入射角を変化させた際の放射照度分布の詳細な特性の調査
・BSSRDF設計のための放射照度分布の特性の調査・検討
・単散乱に対する二重散乱の影響度
アルベドが0.4以上の場合、二重散乱の考慮が必要
・放射照度分布形状
x軸正方向がより明るくなり、x軸負方向がより
暗くなる
・放射照度の最大点と入射角との関係
位相関数パラメータが大きくなると移動量が大きくなると推測される
位相関数パラメータのサンプルを細かくして調査する必要がある
